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145.守山市杉江遺跡出土の
中世土器について

1 腕査の経過

守IjJ，Ii大川自1)か川州:nJJ' 111れIIIfを炊けて延世.ml"':

去る析す:1[1川改修.1'.'Ji.I' ít 山:"'， III! 磁文化111 の，~t.11f.1J:、

Hl83 '1二J!r1:;1式J!:，I，l!'.1ri:を行な¥'， 1!l84<niーから杉i工iiS閥、

の ~ê jf.ll ， i~'4台を 1fな，ている。iMIIドからがJ800 ml'，Jj後者1，
より ì~昔話地 )jju，刻HjJi il: 八 'I'，~ki l叫!(j凶1::I;i J~iJiiω ま

での制約50111、kさ約2110mの。Jl.l1'f..bt 写~ r天 1111 の 1 .1 1工会

1Mに、 21(11の'1'11I.i立川1(liを検:11した。 HI1'.)立物l止、 日
前科i:総てある ~ I '.M; 百件 . ，'，1.¥色.1'.:悦を U-1'とし、[1¥1筏陶総
務 ・ 給人陶始日;}・イ[波川 ・ A， 3}~仏本~何多tlであるが、

今凶{よ、幼t.jkill f，Y.から:1¥;1:したれよ!111の虫色十:?*を合

むー鮮の中世1・l'俗についてれI{'，""ゐ

2，遺跡の償要
Ht[ii!跡の"Jr(1する'.'j:III，liμi[冊flt.刈'llU平野の蒔J

11!j~誌の n 然J!Hh.l : I ニ .\'~地 し 、その i荷 JjC ジろがる琵琶

湖土法線に11.1;虫十る!な;伐にある， 勺遺跡1;1、従米より
中世!長 jt;~母、として!.EII られていた . .IJi集滋とはぽ重絞し

ているため、その実態 l.t不1U][~tであったが、今回の説

炎では、 U，il1羽iではあるか!夫j，lijitWを持つ線合11:千代後半

~出IUJ時代 JÌíj半の!.I~必の ・剖iがl リ1 らかになった。

他物1t下1;1ム;き<3 ~げ に分かれ、各々に~lllliì昨が盗勺

ている。この〉ちの 2 併に勺いては、 I ~I r.~地形の高低

訟を干1)/11し、その削1'111二i"JjjJ:から水をづい、たとJE!3主さ

れる J~II.1Kj.iï怖 を j怒らせ、 ~(JllO('1I 1 の!t.~':jJれを引っ，~':jri古む

と I1Hï. i:11 とを Jr~JJ~ して いる 。 他物m~のわ，~Í'I&.!j 、 L [~:tthi 

を完令に紛:11していろ・いたの不完令ではあるが、大 i~IJ

の3ml X 4 11¥1 f'，1J~ q) jl:，: ，(トHlI物、 あるい{は土 "川"イo]f私'IUυeAω!リJ~芝;工Eの t陀色

I訂[主也II物 1川4倣虫k、 2引|HlH川iリIX:~ r削l日削1I川f'川主のJ持似kl村!iι川?打"4怨1主:物数t械必、 2 Jal 

X 2 tnlの't:H:の(iW1 -2 j・11を)，1，..t:とし、 .).1・ril-2
J，';. !-rl !lY{ ~4~ と必定される 1 '/倹俗 1 -3 J，~‘ 1'，此'Ii'i品等
かf_i，わると推定さJlる. ~Uiill物に的Jをする H，~IJ' らIi、

少{t{ながら瓦ltiが:11:1:してJ;" 
，部分的!二必がi~かれ

ていた可能ft品為る.1 1:-{tthjIJ、ーi立がt'}60則前後であ

リ、，純作.民ili・1‘を蛇行する111;111 i肢をUSi'i高市2誌の自然境

界とし、税~SjγFIこ lí'J1)・"て舷がリをt.hでいるμ.1:1) 

3.掲状遺精出土の土器

ここで取リ t/~ .j泌物It. 3f，i'の!ill物t:i:7>うち絞ら*

第 l図 i窓跡位置図

第2図透明平面図



モ 1

可掻テ!

。 5 100m 
--E・ E・

第3図黒色土器実測図

ffl~ に ω~:ηす・る-(1(:を同む似約3m、i業さ [-2mの均!
状j立桃から:tu:したものである。 j立物lij立川内の全体
に含まれるが、'1 ， ~と;郊の約20m の部分に集中する。

o !.I.¥色 1・総 (m 31χ1) 
お31';111- 61i 、いずれ L 十品iJf~ .:J-.'t.liて'める . f，j，:ill¥は

あまリ II~í.. tせずI((t:lit的に聞き 、1-1f.並立前泌をやや I(UL~(

l取に 1:11 1111 させるむの L .h!.ら iL る。日i~I:，illj: M\めてi(1f. <、

I>f.鍛である 1 -4では目玉fiが紛少 ・M・1"1じしながら
t ~: J五その l幾能を{~持しているが、 5 ・ 6 では九l々 の

岐部が突11\し、 I~{jfìli完全に形11'-1七している 内1(liの
ラ七ン状ヘラミガキはかなり貨に飽きれ、 11紋郊外I(，j

の愉ねli'Jのヘラミガミ{， 3-5条泊されている。1..1*企

部外I(riのヘラミ '11キ1;1-;11)内I(riにL&び、 I1村総上1m

に'l'JiI.lfIiを作つものむ1HI:する。 f*r:il外ifli・，:':jfi mWiJ 
iUの政射:1たヘラミガキや口紋古11内1Mのわ仁科Itます'iJH持され

ている. 4のl付1Mにli、ヘラミガキ を脳す以前のWt};
li'Jのハケ j がv-rI(i:にy.¥t-{Fしている.また、 2 のイ本，~il外

而小央部にli、不快形の:並立?が認められる.i:n:，(li、

口径カ・ 10-ll('m~jíH去、?，if;r:jが 4cmiiiHuてある かも・リ

小や!・{吋・l'化しており、小紛の極きである.

7・81阜、以上の.'.H色オ:総と同級の形態 ・下訟 1'，の

特徴をfiiilえているか、j長ぷをl汲Aiさせて1;らず、灰白
色-f(VパI'I(与を !L~. している。これが、未~，日1 であるか

m.ぷ1¥及i{iJ:f，¥の;立，litHl0'な符制laであるか11不lりlであるが、

;'.1.¥色ー1'.械とI，i)械に!日いらtLていたと泡!3jよさiLる.;は(J(J

には、14¥めて少ない。

0土自Ilj~i~ IIIl I!i (第4悶}

i:Mi総IIIliJiとしては、1..11:手7-8 crnの1)，OIl、U後11

-12cmliijfをの大JIJl、 t奇形椋の大JIRの3併に大別される.

第4問9-121i、1..1*ま部がゆるやかに:I1:ち"，がリ
[，1**澗;のヨコナデu之e調絞めf本音Eとの1111にf，:I二のF止を
イiずるむのである。LI*;北端書1;1;1外反せず、 l勾J'/てヅしく

おさめている の i1;~，::It I I径が約7.5cOl、 JJiさ約1.5clIIで

あり 、色iW~Ij; i~~J泌総色系である。 :It:的には側めて少な

。、
L
 
13-17!i、岐部からU縁部への立ちJ-，がi):ill分の総

l伏が桁による~!Í円、つまみ上げによって i!V くなリ、 1 1*ま

部をJ氾I'J.させるものである。 l長$Iiややあげjほであリ、

立ち l二がリ部外1Mに !im~民圧û.iが~i -l.:Iこ弘られる.内

iiljには-}ifi'Jのナデがぬiされている.18-22は、，;:ち

卜.カ・り tillの1:111111・U持者I1のl氾I!t.あげ11:(の傾向がより
l則般にむっている。内lfiiはやはリー}iJi，Jのナデにより

極めて・v汁}に仕上.げている。法':i::は、Il後が8cmljiH去、
総i~':jl.5-1. 8cmで、色調li茶l天鈍色~ね11(色*-、である。

:1::的には、 13-22の j形態の L のが土日fli~1i小 IIIl似の大都

う〉を市めている.

23-261;1:、岐部中央部を指圧によって大きく突lれさ

せる、 19r;~1へそ IULである。口絞端部がややfきさ込ま il 、
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第6図 その他の土器実;~IJ図( 2 ) 

f*音1IはSfJ:状を1F!.する。法)I{:I;t、口ff.が7cmfjiH去、桜

山¥2cm前後である。 JJ台土は 1-2mm大の71少肢を含み、

やや~Il ~、 L のである 。 色制は白色系であり、 9 -22、

27-31の褐色系のむのとは終なる。 j立的には鋭めて少

ない。

27-31は、キb.l色系の大JlJlて'ある。立ちJ二がり苦1Iの総
1校がつまみJ:げによって務くな 1)、I-H北部がIJ巴厚する
特徴l止、 13-22の小JlIlと共通する。岐部はあげ厳には

ならず31< 1去である。鋭部外側には、板白状の庄~Úが総

められる。{本音誌の桁~((EE伎は後iめて主I I.~tであリ 、 変形

のお:しい Lのidiられる。法おいま、日後が12cm前後、

税同が2Cnリ]ij後て'ある。

32-37(;t 、俄jf~様の大JIIL で=ある。 11':肢の成古1Iからゆ

るやかに内紛して立ちょがる体制iは、ヨコナデによっ

て平i"i1'に仕上げられ総1:よLI小、 |勾百ii(止、政官11が-)J

向のナデ、休古~I'i ヨコナデである。口綾部内而の下方

を若干11巴Jllさせ、日紋端清1'1をやや巻き込む{以前jにある。

法JiUi、口径が12-14ιm、総計iが3-3，5 ("10である。

11台土 ・色謝li、23-26のへそlllLと綴似する。
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0その他の土*先制(第 5・6図)

~15 図41 ・ 42は 、 土r，iú 1'(の ~;J.5í7.である 。 411止 、 口総

務;がIt(立し、体古1If.， IC(線的に併J(Fる。1r.-f而i淵滋は、外

mîヵサ副長l五M 、 1''.IiILi が横方líll のおU~ 、ノ、ケメである 。 42

は、ロ縁者1Iが内似し、体制iL丸l味を;m:びている。昔日mI
には 、 内外耐 jtにおt方 lílJのtl l.~、ハケメが残っている 。

38-401立、瓦伐の羽銭である。 38・40は日縁部が内

鍔し、{本部にも::ILI味を持つむのである。U紋f怖は内外

I耐共にヨコナデによって平滑に仕上げられ、1本部外1f1I

li ケズリ、 11す I~i1まハケあるいはナデによリ;羽生主されて

いる.391主、 u紋ffllがほぼ前立するものである。

43・441止、山城叩!のTL't'O翁である。 2段にhl11nlして

受口状の口紋苦1Iになっている。受け古都I)，nf，iの炎治が大
きく 、 仁I ~訣宮市 ffilは 1:1\ 1 111 すると言うよリ{主、 1しく 11巴仰さ

せておさめる!ぷじである 。 {本ffl);務終(;J: 、 外 illi は指~JiI王

;J].{によってかなリいびつになり 、内I師/;J:ナデによゥて

jnl1'に仕上げられている。休部はやや鉢形にjfl:ぃ形態

になる Lのとな!定される。

45・46は、瓦1'(:1ニ総の火令である。451立、休{fll上半

が大きく内持するJf3!援のものである。口縁脅1I外而やや

下77に、l析而とf!:円mの手足;:l¥;2条が巡 1)、その間/;J:阿形
突起て・光され・ている。また、休部下位にf.， li~rffJÏ半円形

の炎慌が l 糸地さ れている。体持11翻~íH止、外iIíi上まいが

lJ:1i 111]-;1犬のやや太めのへラミガキ、外i7I1下半 ・i勾((II1まナ

デによって鋭めて平滑に仕上げられている。岐部~立

ちJ二がリ背1I分に貼り付けられた抑制i(まへラケズリによ
って成形され、!秋I見になると危!定される。461止、H:百1I

がれ千内刊するが、口縁託1IがほぼI立立する ιのである。
f*部外而/;J:、ナデののちに fi\~ ')ilíIJのへラミガキが上半

では級官に 、 下半ではやや*11.雑に泌されている 。 j-~ド二

には 、 2611~のスタンプの菊花文が 3ilhjをl単位.として

6方rilJに泌されている。内情j(ま、織布lilJのナデのの%

に、外而i よりは制 ~íiな縦方 IÍlJのへラミガキがIJII えられ

ている。このへラミカ'占その一帯1Iには、ラセン;tJ(になる

ところも認められる。!夜宮1I1立、 内[筒悩自耐ilは孟一1万il“仏向il旬lリiのナデ、

外i刈1，ω'，ilはまt似jμi材才状I工i共L幻{に二よる一方|が山fム付iリlのナ子デ，によウてi詰3
ている。脚部I立体部との境がほとんどない似状のむの

で、丹'i~n庄:TIi 'ナデによって成形されている。

47-49(;J:、自{滋1宮iである o 47/;J:、ゆるやかに内野す

るむので、 口減宇都端孤iには施手jhしない臼禿の小JlIlでふ

るo 481立、平成。)J表部から 2t交に立ち上がリ、口縁苦11

カゆト反する。:tlh1ま、 1)'.Irfn-口紋fffS外ifliまで泌されてい

る。仁I~品昔11外 ïl，i /主、指~f[圧主lによ勺てれーl二兆弁-状を 2忌

している。 491;1:、ゆるやかにひろがる t宛て\口~&品市~

を大きく外つIjへ突出させる。内而には、にI~:求訴i下 -)j と

兇込み上方に、各々 l~長の i:長 L 、沈t裂が巡っている 。 50

は、制緩の天日茶俄である。.?rtiL: .. ~は肉1平で、 U~:ま端部

をお11<タとカfらせておさめている。



~H I羽511主、];江総系の片口のこね鉢である。口総音11

は 11万í(li三角 JI'~ を塁し、内WiW:佼!到のため別減している。

52~541.i合 i船戸の微である。 52 ・ 53Lj:、 l瓜 |出して外

1;へ突出する口総;1叫Jr返し口織であり、 三五ぬ;1止を笠す
る。 541;1;、恭子的J.l(!な口紋端部に I粂のY主総を巡らす。

~ìll 色 l立 1Yt脱色- iHÞ灰色を去し、内外聞共 I二ハケ汝 1)

である。

55・56は信楽のこね鉢である。551ま}守口て¥口紋端

部に l粂の沈おilを地す。 561ま口絵古11と)[汁ニI1巴cyーさせて
九くおさめる。口紋都内聞の一部に、スス;I}(物伎の十j・

1雪が認められる。色翻i主演紛色~特褐色である。
その他の逃物としては、I'lt:rr製1"ii'f.，¥ゃ平等票日を主とす

る木製品が出土している。

4，まとめ

3 で紛介した土総の所属時l~lの検討と、当該時期の

無色こu様が持つ附:m，S'，にi佳子触れ、まとめにかえる。
まずJ二郎総小rrn。翼民を見ると、 1 ゆるやかに広ちょ

がるタイプ(9-12)、日立ち上がり部が百年〈、口まま

持11 を JJ~/事させ 、 ややあげi去のタイプ( l3 -22) 、((1: 成

都中央部を内加に突出させる白色系へそ.J[ll(23-26)に

大別される。横印洋三氏の荷量年総(段 2)にfitえri，タ

イプ1/j，織色系小JIILAzタイプ、タイプIlは符色系小lsl

A.?イプ、タイプ!日は白色系へそ1slB，7'イ?に相当し、

各々13世紀*-14世紀前紫、14世紀後半、14世紀後淡

-1St金紀M~.aを所以H寺}YJ とする。大ß1IJlil立 、褐色系t]、

j]IlA3 1 イ プと問機の特徴を持つ27-31 と、椀Jf~般の32

-37に大日IJされる。前半守{立相'11随氏分ff[の備色系大.Jll1A.

7イプ、後者i正白色系Blタイプにあたる。また、前者

は術色系'J、nfl.A.タイプと、後省は|当色系へそ11118，9イ
プと共i半すると想定される。
次によ巳色土総を見ると、 i寄手;音st)<機能を倣かながら

も保持する 1-4と、まったく形11主化している 5・6

に大出Ijされる。 1Ij，、i窃台部を除けliむしろ後者のも

のに形態 ・法議1;1;近似する。約者Ii.然高が後者の Lの

とほぼ同じであるが口径がやや大きいため、全体にや

やI~平な印象を与える。森|海氏の縦年制 m:ì ) に~.. ~づ

けri、約者が1I1-3段階、後者・が111-4段階に相当 し

ょうが、土自Ili総JllI おi との共伴関係は、~起i;B弥では犯燦

し待な L、。ただし、概ね14世紀後半である土問i総I瓜生!j(

において、偽色*'J、JlllA3・大IIII.A3?イプを主体とする

段階と、ニiLに白色系へそ101B，.大JIIlLid イプを新ニF

含む段階との剣11分が可能であり、.~，\色ゴこ苦i'"rの 2 者が各

々に対応する可能性もあ.るが、紋終末の黒色土絡め所

属H寺1mの間J.~1 と|羽辿し、.今後の資料附JmがN'た れる 。

最後に、黒色土総内ikiにjjむされ、i!i江号明i色ご|こi傍の

特徴の 1つでもあるヘラミガキに|剥して彩子触れてお

きたも、。終米期lに必いては、休部外而のへラミガキ1;1:

消滅するむのの、口級外rfJi' 1;本部内面のへラ~ 11キ1;J:

- 6 

(第 3図6) (書官3図5) (第 3図2) 

第7図 へラミガキ様式図

依然かなリ級29;に泊されてぷリ 、そのヘラミガキにむ

いくつかの〆〈リエー y ョンが有ず1:するもEである。 lつ
はl切絡にラセン状を笠ずるものてwふり 、 lつl.l単一方

II'J ;または絞数hli'fの弧状のへラミカ'キをj主統させるむ

のであるn ラセン状のむのには、見込みrl"央官I1を中心

とするものと、 2め様に見込みのや後1.5CIIl内にはミ

がキが必I!ない Lのがある。 2I;J:、ラセンを彬!i.止にj主

統させることにより見込み r.~，央部に f!型文部分が'i三じて

いる。 11寺JUl. 形状1.1~なるが1;(1'得税jC11 ラセン状l的文と

似かようの狐;1'，1.;のヘラミガミをj針変させるむのは、 i炭

殺を I汲~f させていないが 7 ・ 8 、また ~i'洲町ítìifi jli ~1); 
3トレ SD-01のJ黙色土総{日:l!4)カ引!とfする。泌氏は

これを放射状5ど義ヘラミガキと 11千.f:;í;し、 j止i.:LI\'}!:!.~ 色土

lm~~虫長10技法の l っとしており mS ) 、 jfi滋遺跡では

2 }j Irif 0)弧状のへラミガキを交哉させる Lのばかりで

あるが、μiJ:法的:ての1;):ラセン;IAへラミグキがむしろっ}，，:

半である。放射状交7}.ヘラミガキのlI'f湖、の泌 ・不泌は
日Ijとして、ラセン系と41とラセンJRの2納めヘラミガキ
が、技法の系~;先 ・ 出正| を終にするのか 、 あるいは 11寺 JnJ

益、地域差一工人集凶の述いーのいずれをぶすのかは、

今後の総組として伐さ ilる}.'xである。

近江においては、 J#色ゴニ昔話めま写駕の|羽泌を合めて14

世紀ー15世紀の土器n;(:にi品lしてはまだまだ不明l僚主点
が多丸、今回報告した十三江:泣跡~1:IK;立川'It山 :1 の-/i4~の

土保l主 、 H寺 JUJ II)~1はある Lのの、 14世紀後半の土総線中11

の-Nliを示していると言えよう。これらのすt:f'1ヵヘ今
後の研~Eのj.ffii1~め中で、少しでf，i;fjJ目されれば、幸い

である旬 (小t'r.rA~ i{[ rJ 
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